
●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで
ナビダイヤル TEL 0570-017-173

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

(ゴールデンウィーク、夏期、年末年始の休みは除く)

流し台 混合水栓

整流口

湯側止水栓

水側止水栓

分岐水栓
浄水器の水量を
調節します。(         )

専用水栓
（浄水）

ハンドル

下記の部品がすべてそろっていることを確認してください。

専用水栓
¡コ

分岐水栓
¡コ

ストレーナ付
パッキン

¡コ

浄水カートリッジ
1コ

ソケット

寒冷地仕様の場合

¡コ
パッキン

¡コ

取扱説明書
施工説明書

（本書）

30a以上

カートリッジ内蔵型
浄水器専用水栓

PMS-2094(18112)

（※1）

※1 飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。

お客さまに引き渡す前に凍結が予想される場合は水を抜いておいてください。
※凍結破損で漏水し、家財等を濡らす財産損害発生の恐れがあります。

衝撃を与えたり、もたれかかったりしないでください。
※破損してケガをしたり、漏水や故障の原因となります。

水道水の飲用基準に適合した水をお使いください。
※体調を損なう恐れがあります。

警告

(指示)

吐水口は手や布巾でさわらないでください。
※残留塩素を除去しているため、雑菌が繁殖しやすくなり、体調を損なう恐
れがあります。(指示)

凍結の恐れがある場所では使用しないでください。

(指示)

●取付には専用工具KG-14、モンキーレンチが必要です。

●取付カウンター厚みが30a以上の場合は取り付けできません。

●施工を始める前に、お買い求めいただいた箱の中身を下記部品梱包明細表で確認してください。
●保証書には、店名および取付日を必ず記入してください。

部品梱包明細表

JF-WA505型

商品図

施工完了図

修理技術者以外の人は水栓を分解したり、修理したりしないでください。
※ケガををしたり、故障・破損の恐れがります。

(分解禁止)

(禁止)

各接続部は水漏れのないように確実に接続してください。

(指示)

水栓先端への他の器具の接続や、他の浄水器との併用はしないでください。

(禁止)

(禁止)

± 6～30

●分岐栓を使用の場合、浄水器の給水側には必ず専用の分岐水栓を取り付けてください。
●浄水カートリッジの常用使用圧力は0.05MPa（流動圧）～0.35MPa（静水圧）です。
●取付カウンターが厚い場合や、大理石などの特殊な材料を使っている場合は取り付けでき
ない場合があります。また穴あけなどの加工は十分注意して行ってください。

※図は取付けブラケットを背板に取り付けた場合を示す。

G1/2

施工説明書

1.  施工の前に

接続金具　　1コ　
締付ナット　1コ

JF-WA505(JW)

※カウンター穴あけ寸法は
※品番によっては図と現品の形状が一部異なります。

φ37±2で行ってください。
カウンター厚は６～30a。
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専用水栓の取付け位置決め

2.  施工方法

専用水栓の取付位置を決めます。

同梱の部品以外は使用しないでください。
各接続部は水漏れのないように確実に接続してください。

●給水水温は35℃以下でご使用ください。
※35℃以上では浄水器の機能が十分発揮されません。
●カウンター裏面に補強材を使う場合は、木製のボードを使用してください。珪酸カルシウム
板は使わないでください。本体が正しく固定できないことがあります。

穴径37±2a

板厚10～15a

補強板

混合水栓にぶつからない位置

専用水栓

裏側にシンク取付金具
がない位置

壁面に障害物のない位置
混合水栓

石けん供給器（容器）
とぶつからない位置

下図を参照し、正しく取付位置を決め
てください。なお、専用水栓は、混合
水栓の左側に取り付けることも可能
です。取付位置確認後、取付カウンター
に穴径37±2㎜の穴あけをします。

ステンレス製の取付カウンターで補強板がない場合は補強板を取り付
けてください。

壁

板厚30㎜まで
取付可能

取付断面図

（径37±2㎜）

ハンドル

Oリング
保護キャップ

(           )
取り外さないで
ください

水栓本体をカウンター穴に挿入します。1.
専用水栓の取付け

●Oリング保護キャップはソケットと
接続するまで取り外さないでください。
●接続部保護キャップはホースと接続
するまで取り外さないでください。

注　意

馬蹄金具を固定軸に挿入してナットで締め付けます。2.
●馬蹄金具から手を
離しても落ちてこ
ないように、一時
的に固定軸に引っ
掛けられるように
なっています。

●固定軸にキー溝（大、
小）があるため、馬蹄
金具をキー溝に合うよ
うに取り付けてくださ
い。

ポイント

●別売の専用工具（KG-14)
を使用してください。
　※ナット締付不足によ
りガタつきやキャビ
ネット内への漏水の
原因となります。

　　

専用工具
KG-14

専用工具
KG-14

2

ブランド
マーク

（141）

（
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取付カウンター穴

シンク
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開く 閉まる

ストレーナ付
パッキン

止水栓 分岐水栓

抜け止め
カバー

固定リング

水側止水栓

ソケット

分岐水栓

PMS-2094(18112)

ソケットから抜け止めカバー、固定
リングの順に取り外します。

分岐水栓にソケットを取り付けます。

3.

4.

水側止水栓を閉じ、混合水栓の給水
管接続部を外します。
※混合水栓の施工説明書を参照し
てください。（図の商品品番は
SF-HB420SXの場合です。）

5.

水側止水栓を開け、混合水栓のハンドルを開けて通水し、配管内のゴミ
などを出します。2.
分岐水栓を開け、専用水栓のハンドルを開けて通水し、配管内のゴミ
などを出したのち各接続部からの水漏れがないことを確認します。3.

2.
浄水吐水量が適正流量となるように、
止水栓を調節します。
※ハンドルをいっぱいに開けたとき、
4ℓ/分程度（500㎖の容器を一杯
にするのに8秒）流れるくらいに調
節してください。

3.

流量調節（標準の浄水吐水量調節）2
【お客さまが施工後、すぐ使用しない場合】
　浄水カートリッジを取付けないで以下の項を実施してください。

【お客さまが施工後、すぐに使用する場合】

1. 通水、水漏れ確認を実施して、配管内のゴミなどを十分に出してください。
※工事直後の水を浄水器に流すと、目詰まりの原因になります。

浄水カートリッジを取り付けます。

2.

3.

ストレーナ付パッキンの掃除3

1.

分岐水栓

分岐水栓を取り付け、混合水栓の配管
を元に戻します。
※混合水栓の施工説明書を参照し
てください。（図の商品品番は
SF-HB420SXの場合です。）

6.

抜け止めカバー

固定リング

抜け止めカバーを固定リングにはめ
込みます。

●固定リングが外れると、漏水の原因と
なりますので、必ず、しっかりとはめ
込んでください。
●直接固定リングに手を触れるとケガを
する恐れがあります。抜け止めカバー
を必ずはめたままにしてください。

注　意

固定リング

2つのツバ部を固定リングの
溝にしっかりはめてください

Oリング
保護キャップ

フレキホースのOリング保護キャップ
を取り外し、ソケットに差し込みます。

固定リングをフレキホースとソケット
の接続部（ツバ部）にはめ込みます。8.

9.

7.

注　意

確　認

●Oリングにキズをつけたり、ゴミかみを
させないよう注意してください。漏水の
原因になります。

●フレキホースを曲げる場合は、曲げ半径
を30mm以上確保してください。無理に
曲げるとホースが損傷し、漏水の原因と
なります。

注　意

誤って取り付けると漏水の原因となります
ので、確実にはめ込んでください。

フレキホースを下に引き、確実に接続
されていることを確認してください。

分岐止水栓使用の場合

●浄水カートリッジを装着して通水確認をしないでください。
●配管接続部の水漏れ点検を十分に行ってください。

注　意

分岐水栓

水側止水栓

専用水栓と混合水栓のハンドルが止水の位置にあることを確認します。1.

通水、水漏れ確認1
以下の手順で通水作業をし、水漏れのないことを確認してください。

●混合水栓を先に開けて通水し、配管内のゴミなどを十分に出してください。

専用水栓

混合水栓

分岐止水栓使用の場合

3.  施工後の調節
引渡前および故障時の点検は以下の要領で行ってください。
●故障と点検
※点検箇所は下図を参照してください。

点　　検　　内　　容
圧力は十分か？
分岐水栓は十分開いているか？
水側止水栓は十分開いているか？

分岐水栓は調節されているか？
ゴミかみはないか？
キズはないか？

接続部にキズ、ゴミかみはないか？

ゆるみはないか？

現　　　　象

流量が少ない

流量が多い

水が止まらない

接続部から漏水
する

レバーハンドル
がガタつく

点検箇所

q

q

ストレーナに、ゴミ詰まりはないか？ ⑥

②
②

③

⑤

処　　　　置
…使用条件æの項参照。
分岐水栓を十分開く。
水側止水栓を十分開く
ゴミ等を水で洗い流す。

。

…流量調節æの項参照。
ゴミ等を水で洗い流す。
キズがあれば部品を交換する。
キズがあれば部品を交換する。
ゴミ等があれば水で洗い流す。

ねじをしっかりと締める。

ゆるみはないか？ ④ 吐水口部をしっかりと締める。

4.  引渡前の確認

給水ホース

④吐水口部

②バルブ部

固定リング

レバーハンドル部

⑤ねじ

ソケット

クリップ
①分岐栓部

抜け止めカバー

③Oリング

注　意
●ストレーナ付パッキンの向きに注意
してください。
※正しく取り付けられていないとゴミ
が詰まりやすくなり、流量が少なく
なることがあります。

分岐水栓側

止水栓を閉じる。
（右いっぱいに回す）

分岐水栓を止水栓に固定する。

ストレーナ付パッキンのゴミ等を歯
ブラシなどで洗剤を使わずにこすり
落とす。

注 意

分岐水栓側分岐水栓
●ストレーナ付パッキンの向きに注意
してください。
※正しく取り付けられていないとゴ
ミが詰まりやすくなり、流量が少
なくなることがあります。 ⑥ストレーナ付パッキン

分岐水栓

持続金具

締付ナット

一般地用の場合

2.
1. 止水栓を閉じる。（右にいっぱい回す）

ストレーナを取り外し、ゴミ等を
洗い流す。

寒冷地用の場合

大型のマイナスドライバー

ストレーナ

外す
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ソケットから抜け止めカバー、固定
リングの順に取り外します。

分岐水栓にソケットを取り付けます。

3.

4.

水側止水栓を閉じ、混合水栓の給水
管接続部を外します。
※混合水栓の施工説明書を参照し
てください。（図の商品品番は
SF-HB420SXの場合です。）

5.

水側止水栓を開け、混合水栓のハンドルを開けて通水し、配管内のゴミ
などを出します。2.
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などを出したのち各接続部からの水漏れがないことを確認します。3.

2.
浄水吐水量が適正流量となるように、
止水栓を調節します。
※ハンドルをいっぱいに開けたとき、
4ℓ/分程度（500㎖の容器を一杯
にするのに8秒）流れるくらいに調
節してください。

3.

流量調節（標準の浄水吐水量調節）2
【お客さまが施工後、すぐ使用しない場合】
　浄水カートリッジを取付けないで以下の項を実施してください。

【お客さまが施工後、すぐに使用する場合】

1. 通水、水漏れ確認を実施して、配管内のゴミなどを十分に出してください。
※工事直後の水を浄水器に流すと、目詰まりの原因になります。

浄水カートリッジを取り付けます。

2.

3.

ストレーナ付パッキンの掃除3

1.

分岐水栓

分岐水栓を取り付け、混合水栓の配管
を元に戻します。
※混合水栓の施工説明書を参照し
てください。（図の商品品番は
SF-HB420SXの場合です。）

6.

抜け止めカバー

固定リング

抜け止めカバーを固定リングにはめ
込みます。

●固定リングが外れると、漏水の原因と
なりますので、必ず、しっかりとはめ
込んでください。

●直接固定リングに手を触れるとケガを
する恐れがあります。抜け止めカバー
を必ずはめたままにしてください。

注　意

固定リング

2つのツバ部を固定リングの
溝にしっかりはめてください

Oリング
保護キャップ

フレキホースのOリング保護キャップ
を取り外し、ソケットに差し込みます。

固定リングをフレキホースとソケット
の接続部（ツバ部）にはめ込みます。8.

9.

7.

注　意

確　認

●Oリングにキズをつけたり、ゴミかみを
させないよう注意してください。漏水の
原因になります。

●フレキホースを曲げる場合は、曲げ半径
を30mm以上確保してください。無理に
曲げるとホースが損傷し、漏水の原因と
なります。

注　意

誤って取り付けると漏水の原因となります
ので、確実にはめ込んでください。

フレキホースを下に引き、確実に接続
されていることを確認してください。

分岐止水栓使用の場合

●浄水カートリッジを装着して通水確認をしないでください。
●配管接続部の水漏れ点検を十分に行ってください。

注　意

分岐水栓

水側止水栓

専用水栓と混合水栓のハンドルが止水の位置にあることを確認します。1.

通水、水漏れ確認1
以下の手順で通水作業をし、水漏れのないことを確認してください。

●混合水栓を先に開けて通水し、配管内のゴミなどを十分に出してください。

専用水栓

混合水栓

分岐止水栓使用の場合

3.  施工後の調節
引渡前および故障時の点検は以下の要領で行ってください。
●故障と点検
※点検箇所は下図を参照してください。

点　　検　　内　　容
圧力は十分か？
分岐水栓は十分開いているか？
水側止水栓は十分開いているか？

分岐水栓は調節されているか？
ゴミかみはないか？
キズはないか？

接続部にキズ、ゴミかみはないか？

ゆるみはないか？

現　　　　象

流量が少ない

流量が多い

水が止まらない

接続部から漏水
する

レバーハンドル
がガタつく

点検箇所

q

q

ストレーナに、ゴミ詰まりはないか？ ⑥

②
②

③

⑤

処　　　　置
…使用条件æの項参照。
分岐水栓を十分開く。
水側止水栓を十分開く
ゴミ等を水で洗い流す。

。

…流量調節æの項参照。
ゴミ等を水で洗い流す。
キズがあれば部品を交換する。
キズがあれば部品を交換する。
ゴミ等があれば水で洗い流す。

ねじをしっかりと締める。

ゆるみはないか？ ④ 吐水口部をしっかりと締める。

4.  引渡前の確認

給水ホース

④吐水口部

②バルブ部

固定リング

レバーハンドル部

⑤ねじ

ソケット

クリップ
①分岐栓部

抜け止めカバー

③Oリング

注　意
●ストレーナ付パッキンの向きに注意
してください。
※正しく取り付けられていないとゴミ
が詰まりやすくなり、流量が少なく
なることがあります。

分岐水栓側

止水栓を閉じる。
（右いっぱいに回す）

分岐水栓を止水栓に固定する。

ストレーナ付パッキンのゴミ等を歯
ブラシなどで洗剤を使わずにこすり
落とす。

注 意

分岐水栓側分岐水栓
●ストレーナ付パッキンの向きに注意
してください。
※正しく取り付けられていないとゴ
ミが詰まりやすくなり、流量が少
なくなることがあります。 ⑥ストレーナ付パッキン

分岐水栓

持続金具

締付ナット

一般地用の場合

2.
1. 止水栓を閉じる。（右にいっぱい回す）

ストレーナを取り外し、ゴミ等を
洗い流す。

寒冷地用の場合

大型のマイナスドライバー

ストレーナ

外す


